








目的 

1960 年代中期に,Hon EH らを中心に胎児の瞬時心拍数の連続的な観察およびそれを記述す

る方法として Cardiotocogram(心拍数陣痛図)が開発され,その後の研究を通じて胎児仮死

(Fe-tal distress)の Entity が確立された。本邦でも,この 20年来,これらの成果にもとづ

く診断基準が胎児の安全管理の根幹をなす指針として臨床の場に定着しているのはすでに

周知のとおりである。したがって,本研究班の共通研究課題である胎児心拍数と低酸素症と

の関連を考える場合,これらの時代的な背景を抜きにしては,本領域の医学,医療の展開は

論じられない。 

しかしながら,従来の心拍数陣痛図による心拍数の解析は余りにも個々に特徴のある心拍

数パターンのみを抽出し,これと一対一で対応する胎児病態の把握に終始してきたことは

否めない。しかもそこでは収集された全心拍数の一部が利用されているに過ぎない。その

ために本法では,正常から異常にわたる胎児の状態を共通の尺度上で標識化し,評価するこ

とは容易ではない。 

このような胎児心拍数解析の現状を鑑み,この 3年間,われわれは以下の手順を踏んで標記

の研究をすすめてきた。 


